










1.緒言 

 私共は,「流早産防止剤の胎児・新生児に及ぼす影響」というテーマで,一昨年は,「イン

ダシン」を中心としたアンケート調査と,その他の防止剤についての文献的考察を行ない,

また,昨年は,「ズファジラン」に限定して,その使用状況に関するアンケート調査と文献的

考察を行なって,「ズファジラン」投与時の児への副作用についての再認識の必要性を強調

した。 

 本年度は,本研究の最終年度にあたるので,そのしめくくりの意味をも含めて,(1)いくつ

かの流早産防止剤(とくに,「プリカニール」)の使用状況について,限定された地域(東京都

および首都圏の一部)でのアンケート調査,(2)「ズファジラン」投与時の,早産児の合併症

に関する control study,および(3)腸閉塞症状と「ズファジラン」(または,「ブリカニー

ル」)の因果関係の存在を示唆する若干の症例の検討等を行ったので,その結果を報告する。 


